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「子どもたちのあたりまえ」 

 ここへやってくる新入生たちの初期、小学校３年生くらいまでの子にとても多い言葉の中に「先生、何をすればい

いですか？」があります。この行動、どこで身に付いてきたものなのか・・・。小学校生活の中で『あたりまえ』と

して身についてしまった言葉のようです。 

 集団生活の中での勉強には必要となってしまう『～しなさい』的な授業。決まった対象物（教科書）を基本として

進められる授業。レールの上を全員が脱線しないように細心の注意を図りながら進む・・・。しかしその中には『評

価』というものさしが当てがわれ、頭の良い子、悪い子の基準を、テストの出来不出来で決めてしまうようなムード

つくりが自然と発生する。その点数に顔も引きつらんかのように心を引きつらせるお母さまたち・・・。 

 そのようなものが家族の崩壊やいじめなどの引き金になっているのかもしれません。 

ここではテストもない、宿題もない、決められたテキストもない、きわめて自由な選択が子どもたちに与えられて

います。学校で勉強だいきらい的な気持ちをくっつけてきた子達は、必ずと言ってよいほど『楽』を選びます。嫌な

勉強を嫌な気持ちで取り組みたくはないのが当然の心理なのです。 

 そろばん科でも学習科でも、彼らがまずここへ来て行なうことは『学校からの宿題』、中には宿題だけでその日が

終わってしまう子もいます。なんともったいない・・・。ここでやりたいことのある子は自宅で終わらせてから来た

りもします。ここに歴然とした表情の違いを見ることができます。仕方なくやっている表情・・・。宿題がなく、本

来ここでやっていることに移ったときの彼らの表情は少なくともそれよりはまし、またはそれ以上・・・。中でも表

情が大きく違ってくるのがこの教室へ来て数年経った子たちです。さらにその中でも『質問』が当たり前になった子

たちです。本当の本来の勉強ってこのことだったのか・・・。彼らは悟ります。 

 でも私はまだまだ満足はしていません。なぜならやはりここで行なうことは教科書主体の内容が多いのです。自由

にテキストも選択できるのですが、そのほとんども学習塾専用につくられた物であったり・・・。 

 そもそも勉強って『質問』からスタートするものではないのか。ものごころついた子が発するお母さんへの自然な

問いかけ「おかあさん、これなに？」「なぜなの？」・・・子どもの持っているあたりまえな行動です。そこでお母さ

んは「これはね、・・・・なのよ。」と、やさしく伝える・・・。この延長線上が学校へとつながってゆく。親が子に

こたえているとき、『成績上がってね』とはまさか願ってもいないはずです。誤解のないように適切な言葉を心に浮

かべ伝える・・・。わかったときの子の表情は生き生きとしている・・・。 

 本来わからなかったら聞くのがあたりまえであった心はいつの間にか消え失せ、言われることをきいていればい

いんだという心に入れかわります。 

人らしい生き方→『生きようとする前向きな気持ち』が失われているようでなりません。まして子どもである以上、

何事にも敏感に反応し行動する、子猫がささいな物にすぐじゃれついてくるようなことがあたりまえではないでし

ょうか。 

街の中をみんなで探検し、社会の仕組みや草花などの観察、人々とのふれあい・・・。そこから学べることは実に

リアルであり強いインパクトとなって子どもたちの中に入ります。そこから子どもは将来の目的を発見したりもし

ます。 

もう２０年以上も前になりますが、『子どもをのばす自由教室』（若狭蔵之助）という本を読み、その中のフレネ教

育というものに強く惹かれました。今のここでの実践もその影響を受けているようです。いままでの『ねがいまして

は』の中でも取り上げたことがあると思います。 

成績が上がった下がったではなく、子どもたちの目の輝きを追い求める方が優先されなければならないのではな

いでしょうか。どうしても人の評価と言うと数字が便利です。しかし私たち『ひと』は、豊かな感情あって『ひと』

でよかったと思えるはず。感動するドラマや映画でも、あのあふれ出てくる涙は数字ではなかなか受け取れません。

人と人とのこころのキャッチボールから受け取ることが出来ると思います。 

入試シーズン、合格の二文字を手に入れようと地道に歩いている受験生たち、自分との戦いに勝てるかどうか、周

りの方々のあたたかい心に改めて気がついていますか。少なくとも「先生、次なにをすればいいですか？」と言うよ

うな気持ちはどこかへ行ってしまっていますよね。 

どんなに小さな子でも、失敗を楽しめるような、他人を真似するような生き方でなく、自分の意思で歩けるように

トレーニングしましょう。それがあたりまえなように・・・・。 

 

差し上げます・・・ＩＫＥＡ社製のカーテンレール２本、（銀色）カーテンワッシャ、カーテン取り付け器具新品

であります。引越しのときに買ったのですが使いませんでした。お使いになりそうな方いまし

たらご連絡ください。差し上げます。けっこう高級感のあるレールですよ！ 


